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認定
歳出総額 1,012億1,163万6千円
特集 令和２年度決算のあらまし

　令和２年度野田市一般会計・各特別会計歳入歳出決算は、予算現額1,080億5,793
万３千円に対し、歳出決算総額1,012億1,163万６千円となりました。
　このうち、一般会計では、前年度比5.1％増の当初予算515億6,600万円に対し、主
に新型コロナウイルス感染症対策費として、国の特別定額給付金や市独自の緊急対
策事業である新生児特別定額給付金、医療従事者支援金など必要な予算を12度の補
正予算で措置した結果、年度末の予算規模は758億2,112万７千円となり、これに対
する歳入決算額は729億456万３千円、歳出決
算額は705億7,610万９千円、執行率はそれぞれ
96.2％、93.1％となりました。
　令和２年度各会計決算の審査に当たっては、
９人の委員で構成する決算審査特別委員会を設
置し、審査に先立って、令和２年度中に実施した
主な事業の現地を視察した後、９月15日から17
日までの３日間にわたり慎重な審査を行いまし
た。そして、９月24日の本会議において採決が
行われ、全ての会計決算を認定しました。

令和2年度決算審査特別委員

委 員 長

副委員長

委　　員

古橋　 敏夫

石原　 義雄

中村　 裕介
木名瀬 宣人
滝本　 恵一

濵田　 勇次
池田　 利秋
星野　 幸治

𠮷岡　 美雪

３日間の審査では
様々な質疑がありました
３日間の審査では
様々な質疑がありました

農産物直売所の販売
量が伸びた理由は

税の徴収率が
アップしたこと
への取組内容は児童生徒がタブレット端

末を自宅へ持ち帰りトラ
ブルはありませんか

飲食店等協力金は
どのように周知され
ましたか

のだ市議会だより 152号 2



〇新型コロナワクチン接種に係る準備に、迅速に取りかかったことを高く評価する。
〇コロナ禍の厳しい状況の中、収納率が向上しており徴収対策の成果が見られる。
〇ドローン、救命ボート、災害時備蓄品等の整備によ
り防災力の強化が図られている。
〇教員の働き方改革が必要であり、土曜授業に反対
する。
〇保育士の処遇改善など保育行政の抜本的な改善を
急ぐべきである。
〇通学路や生活道路の除草は、すぐに対応できるよ
うにすべきである。
〇財政調整基金を財源とした国民健康保険料の引下
げを評価する。
〇新生児特別定額給付金は、コロナ禍に心温まる支
援であった。
〇総合公園庭球場改修が行われたことにより、各ス
ポーツの環境整備にも期待する。

採決の前に、議題となっている案件に対し、賛成か反対かの自己の意見を
表明すること。意見の異なる相手に対して自己の意見に同調してもらう
よう働きかけることに意義がある。

令和２年度 各会計決算の概要

本会議の討論では、議員からさまざまな意見が出されました

（単位：千円・％）

歳入決算額

一　般　会　計

会計名

年度

令和2年度

　51,120,255

17,746,043

3,741,073

192,759

12,188,064

106,707

1,888,310

86,983,211

　42.6

△8.0

皆減

皆減

5.3

△34.7

12.9

19.9

　72,904,563

16,330,951

12,837,866

69,709

2,132,440

104,275,529

　49,909,936

17,569,428

3,711,783

6,386

11,871,761

106,707

1,797,382

84,973,383

　41.4

△8.0

皆減

皆減

3.6

△34.7

16.6

19.1

　70,576,109

16,168,137

12,302,672

69,709

2,095,009

101,211,636

　1,210,319

176,615

29,290

186,373

316,303

0

90,928

2,009,828

　92.4

△7.8

皆減

皆減

69.2

△58.8

△52.4

　2,328,454

162,814

535,194

0

37,431

3,063,893

国民健康保険

下水道事業特別会計

用地取得

介護保険

次木親野井特定
土地区画整理事業

後期高齢者医療

 合　　　　計

令和元年度 増減率 令和2年度 令和元年度 増減率 令和2年度 令和元年度 増減率

歳出決算額 歳入歳出差引額
 

特
　
別
　
会
　
計

※令和2年度より下水道事業特別会計は公営企業会計へ移行し、用地取得特別会計予算は廃止

討論
とは？
討論
とは？

令和3年11月1日発行3



のだ市議会だより 152号 4

P I C K U P令和２年度決算

●平成17年度に人工芝化してから15年が経過
●経年劣化により人工芝が全体的に損耗してい
たため、改修工事を実施
●良好なプレー環境が整えられ、利用者の安全性
が向上
●庭球場の不陸を整正したことにより排水性が
向上

●昭和59年に移築保存し、茶室として貸館利用
●平成９年に国の登録有形文化財になる
●茶室及び付属の腰掛待合は、経年劣化によりこ
けら葺屋根、雨どい、木戸等が傷み雨漏りも生
じていたため、改修工事を実施
●文化財の適切な保存及び活用並びに市民の文
化活動の場の充実

●東武野田線の愛宕駅と野田市駅を含む2.9㎞区
間の鉄道を高架化
●11か所の踏切をなくし、交通渋滞や踏切事故
の解消、市街地の一体化により地域の活性化を
図る
●令和2年度は、高架橋工事、駅舎建築及び軌道・
電気工事を進め、営業線の高架切替えを実施

●駅利用者の利便性や安全性を向上
●令和2年度は、連続立体交差事業による駅の高
架化に合わせ、新駅舎西口が利用できるよう歩
行者専用道路を整備
●目隠しフェンスを活用して、小学生が描いた絵
画を屋外展示用に加工し展示する駅前美術館
を整備

総合公園庭球場
改修事業 5,119万8,400円

決算額

連続立体交差事業 5億4,780万円 
連続立体交差事業 ８億6,220万4,332円

決算額

市民会館茶室
（松樹庵）改修事業 1,58６万2,000円

決算額

愛宕駅周辺歩行者
ネットワーク事業 1,596万9,800円

決算額



GIGAスクール
構想に伴う
ICT環境整備事業 6億8,610万8,665円

決算額

消防団救助能力向上
資機材緊急整備事業 1,167万1,440円

決算額

●市内で生産される農産物を消費者が安心して
食べられるシステムの整備
●農業系有機資源を活用した堆肥の施用、減農薬、
減化学肥料による環境保全型農業に取り組み、
農産物の高付加価値化を推進し、ブランド化を
確立
●平成20年度から有機資源による堆肥の生産と
運搬散布体制を整備

●住民に対して個人番号を知らせるために通知
を行うとともに、申請した住民に対しカードの
交付を行う
●令和２年６月から交付円滑化計画に基づき、交
付窓口を市役所、関宿支所に加え、各出張所に
も拡大
●作成等の事務は、地方公共団体情報システム機
構への委任により行い、市は交付金を支出

●GIGAスクール構想の実現に向けて、児童生徒
１人１台のタブレット型パソコン端末と高速
大容量の校内通信ネットワークを一体的に整
備
●令和２年度は国の補助金を活用して、校内通信
ネットワークと児童生徒数の３分の２相当数
の端末、オンライン授業に必要となるカメラや
マイク等を整備

※児童生徒数の残り３分の１相当数の端末は令和３年度に整備済

●国の防災・減災、国土強靭化の３か年緊急対策
として実施
●消防団の救急救助用資機材等の充実・強化を図
る
●令和２年度は、大規模風水害事案を想定し、倒
木処理のためのチェーンソーや広範囲冠水に
よる孤立者救助のための救命ボートなどを消
防団へ配備

農産物ブランド化
推進事業 1,739万5,587円

決算額

マイナンバーカード
関連事業 6,626万4,800円

決算額

ボート配備後の訓練風景ボート配備後の訓練風景

（水稲の玄米黒酢を利用した栽培に係る黒酢散布事業費も含む）

令和3年11月1日発行5



　野田市議会では、「総務」「環境経済」「文教福祉」「建設」の常任委員会を設置し、
各委員会が所管する議案等を審査しています。

市
で
は
感
染
の
お
そ
れ
の
あ
る
疾
病
の
発
生

及
び
蔓
延
を
防
止
す
る
た
め
、
必
要
な
予
防
接

種
の
通
知
、
勧
奨
を
行
い
、
予
防
接
種
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ

ン
は
、
当
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関
係
を
否
定
で

き
な
い
副
反
応
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
厚
生

労
働
省
よ
り
予
防
接
種
の
積
極
的
勧
奨
を
差
し

控
え
る
と
の
通
知
が
あ
り
、
市
と
し
て
は
勧
奨

通
知
を
見
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
令
和
２
年
10
月
に
厚
生
労
働
省
通

知
に
お
い
て
、
対
象
者
へ
の
情
報
提
供
は
必
要

と
さ
れ
、
標
準
接
種
年
齢
で
あ
る
中
学
１
年
生

か
ら
高
校
１
年
生
の
女
子
２
千
772
名
に
案
内
通

知
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
令
和
３
年
度
は
申
請

が
増
加
し
た
た
め
、
不
足
し
た
経
費
に
つ
い
て

補
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

賛
成多数

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
爆
発

を
抑
え
る
最
も
効
果
的
な
対
策
と
し
て
、
市
で

は
野
田
市
医
師
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
各
医
療

機
関
で
の
個
別
接
種
及
び
文
化
会
館
・
関
宿
総

合
公
園
体
育
館
で
の
集
団
接
種
会
場
に
て
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
12
歳
以
上
の
全
て
の
方
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
対
象
を
拡
大
し
て
お
り
、
接
種
率
も
増

加
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
10
月
以
降
の
集
団

接
種
の
継
続
等
に
伴
い
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

確
保
事
業
費
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、
対
象
者

の
拡
大
、
接
種
率
の
増
加
に
伴
う
ワ
ク
チ
ン
接

種
委
託
料
が
追
加
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る

　
　
　
費
用
を
増
額
し
ま
す

総　務■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

全
会一致

総　務

予
防
接
種
の
適
正
な

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す

のだ市議会だより 152号 6



堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
、
剪
定
枝
、
草
・
落
ち
葉

を
活
用
し
て
良
質
な
堆
肥
を
生
産
し
、
環
境
保

全
型
農
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
付
加
価

値
の
あ
る
持
続
性
の
高
い
農
業
の
振
興
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
12
年
４
月
か

ら
稼
動
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
資
源
搬
入
量
が

増
加
し
、
生
産
過
程
で
生
じ
る
臭
気
や
自
然
発

火
等
の
課
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
周
辺

住
民
へ
の
影
響
を
抑
え
る
と
と
も
に
堆
肥
の
品

質
を
維
持
す
る
た
め
、
令
和
３
年
４
月
よ
り
搬

入
で
き
る
剪
定
枝
の
基
準
を
長
さ
１
メ
ー
ト
ル

以
下
、
太
さ
（
直
径
）
20
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

下
に
改
め
ま
し
た
。
一
定
の
効
果
は
挙
げ
て
い

ま
す
が
、
事
業
者
が
市
外
で
発
生
し
た
資
源
を

搬
入
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
事
業
者
の

登
録
制
度
の
導
入
、
不
正
が
あ
っ
た
場
合
の
登

録
の
取
消
、
報
告
及
び
立
入
調
査
等
の
規
定
を

追
加
し
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
事
業
者
へ
の
事
前
の
登
録
や

周
知
期
間
を
考
慮
し
、
令
和
４
年
１
月
１
日
以

後
の
搬
入
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

市
外
で
発
生
し
た
資
源
が
搬
入

さ
れ
る
こ
と
を
防
止
し
ま
す

環境経済■
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正

利
便
性
向
上
の
た
め
に

　
　
出
張
所
を
設
置
し
ま
す

環境経済

全
会一致

全
会一致

全
会一致

　
中
央
3
1
3
4
1
号
線
は
市
道
と
し
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
路
線
は
、
愛
宕
駅
周
辺
の

整
備
に
係
る
新
た
な
道
路
築
造
工
事
に
伴
う
１

路
線
で
あ
り
、
ホ
テ
ル
予
定
地
の
後
背
地
に
道

路
を
建
設
す
る
こ
と

で
日
影
等
の
課
題
の

解
消
と
後
背
地
の
利

用
可
能
性
の
向
上
に

よ
り
、
愛
宕
駅
周
辺

の
整
備
に
資
す
る
も

の
と
し
て
建
設
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　
愛
宕
駅
前
へ
の
ホ
テ
ル
誘
致
に
伴
い
、
ホ
テ

ル
後
背
地
の
道
路
建
設
の
た
め
の
整
備
費
用
を

計
上
し
た
も
の
で
す
。

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
民
間
施
設
の
有
効

活
用
と
し
て
、
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
愛
宕
駅
前
の
ヨ
ー
ク
プ
ラ
イ
ス
野

田
店
内
に
市
民
課
出
張
所
を
設
置
し
ま
す
。

令
和
４
年
２
月
１
日
か
ら
の
利
用
開
始
に
向

け
て
準
備
を
し
て
お
り
、
新
し
い
出
張
所
は
平

日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、
土
曜
日

は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
の
開
庁

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

現
条
例
に
愛
宕
駅
前
出
張
所
を
加
え
る
た
め

の
こ
の
改
正
は
、
令
和
４
年
２
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。

■
支
所
及
び
出
張
所
設
置
条
例
の
一
部
改
正

建　設■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

愛
宕
駅
前
へ
の
ホ
テ
ル
誘
致
の

た
め
に
道
路
を
整
備
し
ま
す

全
会一致

出張所を設置する愛宕駅前のヨークプライス

付
託
議
案
の
詳
細
、
審
議
内
容
、
討
論
等
は

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。▶

議
案
第
5
号

市
道
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た

建　設■
道
路
線
の
認
定

建設委員による現地視察

※審議結果（全会一致・賛成多数）は各常任委員会における結果を表示したものです。

令和3年11月1日発行7



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
お
け
る
県
、

保
健
所
と
市
の
役
割
分
担
及
び
連
携
に
つ
い

て
伺
う
。

国
、
県
及
び
市
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
策
定
し
て
い

る
行
動
計
画
に
は
共
通
し
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、

医
療
機
関
、
事
業
者
、
個
人
の
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
必
須
で
あ
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

　
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
当
初
よ
り
国
や
県
の
情
報

が
下
り
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
県
知
事
に
対
し
て
緊

密
な
情
報
共
有
及
び
詳
細
な
情
報
の
提
供
を
要
望
し

た
が
、
い
ま
だ
に
情
報
提
供
が
な
い
。  

　

　
な
お
、
野
田
保
健
所
単
独
の
判
断
に
よ
る
情
報
提

供
は
困
難
と
理
解
し
て
い
る
。
実
情
と
し
て
、
市
、

医
師
会
、
保
健
所
が
互
い
の
立
場
を
理
解
し
つ
つ
、

市
民
の
た
め
の
対
策
に
必
死
で
当
た
っ
て
い
る
。

県
、
保
健
所
と
市
の

　
　
　
　
　
役
割
分
担
や
連
携
は

問答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
後
遺
症

で
悩
ん
で
い
る
市
民
に
対
す
る
相
談
窓
口
及

び
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
後
遺
症
に
つ
い
て
は
医
学
的
な
解
明
が
進

ん
で
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
国
や
県
に
お
い

て
も
専
門
の
相
談
窓
口
が
な
い
た
め
、
市
で
専
門
的

な
相
談
に
応
じ
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
現

在
の
と
こ
ろ
相
談
は
な
い
が
、
問
合
せ
が
あ
っ
た
場

合
は
、
既
に
専
門
の
相
談
窓
口
や
専
門
外
来
が
設
置

さ
れ
て
い
る
東
京
都
の
医
療
機
関
を
案
内
す
る
。

　
ま
た
、
今
後
は
医
学
的
な
解
明
の
進
展
に
合
わ
せ

て
、
適
切
な
受
診
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
野
田
市

医
師
会
と
も
連
携
し
て
対
応
す
る
。

　
さ
ら
に
後
遺
症
は
生
活
の
質
の
低
下
、
長
期
化
、

重
症
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
家
族
や
職
場
な
ど
の

理
解
を
広
め
る
た
め
に
市
報
等
で
周
知
し
て
い
く
。

問答

　9月定例会では16人の議員が一般質問に登壇しました。こちらでは質疑を抜粋
し、要約したものを紹介します。
※2月14日までQRコードにより、一般質問の動画をご覧いただくことができます。2月15日以降
　は、議会ホームページの録画中継をご利用ください。

・
救
急
搬
送
の
状
況

・
野
田
市
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

他
の
質
問

・
今
上
木
野
崎
線（
聖
華
未
来
の
こ
ど
も
園
〜

　
国
道
16
号
）の
早
期
着
工

他
の
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
後
遺
症
で

悩
ん
で
い
る
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は

木
名
瀬
　
宣
人

 

議
員

 

政
清
会

濵
田
　
勇
次

 

議
員

 

六
諭
会

のだ市議会だより 152号 8



医
療
崩
壊
を
起
こ
さ
な
い
た
め
、
体
育
館

な
ど
の
大
型
施
設
等
に
て
、
臨
時
的
医
療
施

設
を
設
置
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

直
近
の
新
規
感
染
者
数
は
、
千
葉
県
、
野

田
市
と
も
に
若
干
、
減
少
傾
向
に
あ
る
が
９

月
５
日
現
在
、
千
葉
県
全
体
に
お
け
る
病
床
の
逼
迫

具
合
は
、
ス
テ
ー
ジ
４
の
指
標
で
あ
る
50
％
を
は
る

か
に
超
え
る
68
・
２
％
と
な
っ
て
お
り
、
極
め
て
深

刻
な
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
自
宅
療
養
者

数
も
、
８
月
５
日
時
点
で
61
名
で
あ
っ
た
が
、
９
月

２
日
現
在
で
は
212
名
と
爆
発
的
に
増
加
し
て
い
る
。 

　
市
と
し
て
も
非
常
に
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
お
り
、

臨
時
医
療
施
設
の
設
置
の
み
な
ら
ず
、
酸
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
宿
泊
療
養
施
設
設
置
を
は
じ
め
と
し
た
医

療
提
供
体
制
の
確
保
を
、
千
葉
県
市
長
会
を
通
じ
て

県
に
緊
急
要
請
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
る
。 
 

織
田
　
真
理

 

議
員

臨
時
的
医
療
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

問答

清
掃
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
、
職
員
に
感
染
者
が
出
た
場
合
の

体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

収
集
職
員
の
感
染
対
策
と
し
て
、
ゴ
ム
手

袋
や
使
い
捨
て
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
ご
み
袋

の
中
身
に
触
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
作
業
し
て
い
る
。

ま
た
、
工
場
の
運
転
業
務
職
員
も
皮
手
袋
や
使
い
捨

て
マ
ス
ク
、
防
じ
ん
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
。

仮
に
収
集
職
員
に
感
染
が
広
が
っ
た
場
合
は
、
環

境
部
全
体
で
職
員
を
派
遣
し
て
体
制
を
整
え
る
と
と

も
に
、
現
在
委
託
し
て
い
る
民
間
事
業
者
を
活
用
し
、

収
集
停
止
を
回
避
す
る
。
運
転
業
務
職
員
に
感
染
が

広
が
っ
た
場
合
は
、
工
場
の
運
転
を
一
時
停
止

す
る
が
、
そ
の
間
は
近
隣
市
に
お
い
て
可
燃
ご
み
の

受
け
入
れ
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

清
掃
職
員
の

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
等
に
つ
い
て

問答

西
村
　
福
也

 

議
員

 

日
本
共
産
党
野
田
市
議
団

 

公
明
党

奨
学
金
返
済
支
援
制
度
に
つ
い
て
、
国
の

特
別
交
付
税
措
置
の
対
象
範
囲
が
拡
大
さ
れ

た
が
、
市
と
し
て
支
援
制
度
を
設
け
る
考
え
は
な
い

か
。

奨
学
金
返
済
支
援
制
度
は
、
令
和
2
年
度

か
ら
基
金
の
設
置
や
地
域
企
業
と
の
連
携
が

不
要
と
な
り
、
全
国
的
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
今
後
の
人
口
流
出
は
大
き
な
課

題
と
認
識
し
て
お
り
、
将
来
の
担
い
手
と
な
る
若
い

世
代
の
定
住
は
必
須
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
奨
学
金

返
済
支
援
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は
若
者
の
定
住
促

進
に
加
え
、
地
域
の
企
業
の
人
材
確
保
の
面
か
ら
も

非
常
に
有
効
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
奨
学
金
返
還
の
不
安
が
解
消
さ
れ
、
安
心

し
て
働
け
る
若
者
が
増
え
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
今
後

先
行
事
例
等
を
参
考
に
情
報
収
集
し
、
早
期
の
実
施

に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
。

奨
学
金
返
済
支
援
制
度
の
導
入
を

問答

・
救
急
隊
の
感
染
防
止
対
策
、
救
急
搬
送
困
難

　
事
案
へ
の
対
応

・
災
害
救
助
活
動
従
事
者
の
負
担
軽
減

他
の
質
問

・
子
ど
も
た
ち
が
通
う
す
べ
て
の
施
設
の
新
型

　
コ
ロ
ナ
対
策

・
福
田
地
域
の
避
難
所

他
の
質
問

他
の
質
問

・
暗
所
視
支
援
眼
鏡

小
椋
　
直
樹

 

議
員

 

民
主
連
合
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通
学
路
の
緊
急
点
検
実
施
後
に
迅
速
な
対

応
を
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
一
層
の
安
全
を

図
る
た
め
の
今
後
の
課
題
と
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

通
学
路
の
よ
り
一
層
の
安
全
を
図
る
た
め

の
課
題
と
し
て
、
寄
せ
ら
れ
た
通
報
の
実
態

把
握
や
修
繕
方
針
を
議
論
す
る
た
め
通
学
路
改
善
会

議
を
さ
ら
に
有
効
活
用
す
る
こ
と
、
従
来
の
授
業
や

指
導
に
加
え
て
体
験
的
な
活
動
を
増
や
す
な
ど
児
童

生
徒
に
対
す
る
安
全
指
導
を
再
徹
底
す
る
こ
と
、
登

下
校
中
に
地
震
な
ど
の
災
害
に
あ
っ
た
際
の
行
動
に

つ
い
て
さ
ら
に
学
習
し
て
い
く
こ
と
の
３
点
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
施
策
を
継
続

し
な
が
ら
、
こ
の
３
点
の
課

題
を
解
決
し
て
い
け
る
よ
う
、

学
校
・
行
政
・
警
察
・
地
域

な
ど
が
連
携
し
、
今
後
も
児

童
生
徒
の
安
全
教
育
の
推
進

と
安
全
な
環
境
の
整
備
に
努

め
て
い
く
。 
 

谷
口
　
早
苗

 

議
員

登
下
校
時
に
お
け
る
児
童
生
徒
の

　
　
　
防
犯
、
安
全
対
策
に
つ
い
て

問答

救
急
需
要
の
増
加
に
伴
い
救
急
隊
の
専
従

化
が
必
要
と
考
え
る
が
、
体
制
を
構
築
す
る

場
合
の
ク
リ
ア
す
べ
き
問
題
や
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
消
防
体
制
は
１
本
部
１
署
４
分
署

１
出
張
所
の
185
名
体
制
で
、
救
急
車
は
全
７

台
で
運
用
し
て
い
る
。
国
の
消
防
力
の
整
備
指
針
に

は
人
口
20
万
人
ま
で
は
救
急
車
７
台
で
対
応
す
る
と

さ
れ
て
お
り
、
十
分
な
台
数
を
有
し
て
い
る
。 
　

　
な
お
、
消
防
署
、
南
分
署
、
関
宿
分
署
は
す
で
に

専
従
で
あ
る
が
、
中
央
分
署
、
北
分
署
、
関
宿
北
出

張
所
は
警
防
隊
と
の
兼
務
隊
で
あ
り
、
市
消
防
委
員

会
か
ら
は
将
来
的
に
は
救
急
隊
の
専
従
化
を
検
討
し

て
ほ
し
い
と
の
答
申
を
受
け
て
い
る
。 

今
後
、
組
織
の
強
化
と
出
動
態
勢
や
勤
務
体
制
の

見
直
し
と
と
も
に
、
救
急
隊
の
専
従
化
を
検
討
し
て

い
く
。  

救
急
体
制
に
つ
い
て

問答

小
室
　
美
枝
子

 

議
員

 

無
所
属
の
会

 

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

朝
の
通
勤
時
間
帯
な
ど
通
学
路
に
お
け
る

速
度
制
限
の
見
直
し
を
千
葉
県
警
に
要
望
す

る
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

今
年
度
、
通
学
路
の
総
点
検
を
２
回
行
っ

て
お
り
、
そ
の
う
ち
車
両
の
速
度
制
限
に
関

す
る
要
望
は
、
全
部
で
９
か
所
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
既
に
教
育
長
が
野
田
警
察

署
長
と
直
接
面
会
し
、
通
学
路
に
お
け
る
速
度
規
制

の
強
化
や
ス
ピ
ー
ド
違
反
の
取
締
り
強
化
を
は
じ
め

と
す
る
、
交
通
事
故
抑
制
の
対
策
を
講
じ
る
よ
う
要

望
す
る
と
と
も
に
現
地
調
査
を
依
頼
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
回
要
望
箇
所
と
し
て
上
が
っ
て
い
な
い

通
学
路
に
つ
い
て
も
、
速
度
制
限
の
見
直
し
要
望
が

学
校
や
保
護
者
、
地
域
か
ら
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や

か
に
野
田
警
察
署
に
申
し
入
れ
て
い
く
。 

 

通
学
路
に
お
け
る
速
度
制
限
の

　
　
　
　
　
　
見
直
し
に
つ
い
て

問答・
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
へ
の
対
応

・
商
店
会
街
路
灯
の
補
助

・
公
共
施
設
の
利
活
用

他
の
質
問

・
働
き
方
と
教
育
の
改
革 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
策 

他
の
質
問

 

議
員

 

新
し
い
風

栗
原
　
基
起
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・
市
の
広
報
紙
の
配
布

・
六
丁
四
反
調
整
池

他
の
質
問

水
害
対
策
と
し
て
事
前
に
救
命
ボ
ー
ト
を

自
治
会
に
提
供
し
、
水
難
救
助
訓
練
を
行
う

こ
と
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

市
で
は
、
利
根
川
や
江
戸
川
等
の
大
河
川

に
お
け
る
水
害
を
想
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
河
川
の
決
壊
や
越
水
時
に
お
い
て
は
、
強
い
水
流

の
発
生
や
浸
水
深
が
深
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
ボ
ー
ト
の
取
扱
い
が
不
慣
れ
な
自
主
防
災
組

織
等
が
救
命
ボ
ー
ト
を
活
用
し
て
救
助
活
動
や
避
難

行
動
を
取
る
こ
と
は
、
二
次
災
害
が
発
生
す
る
可
能

性
が
高
く
、
非
常
に
危
険
で
あ
る
と
考
え
る
。 
 

　
し
た
が
っ
て
、
自
治
会
の
皆
様
に
対
し
て
救
命
ボ

ー
ト
を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
災
害
が
発
生
す
る

前
に
市
が
発
信
す
る
避
難
情
報
で
全
て
の
市
民
が
速

や
か
に
避
難
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
日
頃
か
ら
市
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
呼
び
か
け
を
行
っ
て

い
る
。  

水
害
対
策
に
つ
い
て

問答

　
ま
ち
ゼ
ミ（
※
）事
業
は
商
店
街
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
市
の
関
わ
り
に

つ
い
て
伺
う
。　

　
こ
れ
ま
で
に
野
田
ま
ち
ゼ
ミ
は
15
回
開
催

さ
れ
て
お
り
、
参
加
店
舗
数
は
延
べ
700
店
舗

を
超
え
、受
講
者
数
は
約
７
千
500
人
に
上
っ
て
い
る
。

　
第
15
回
ま
ち
ゼ
ミ
の
参
加
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
受
講
講
座
の
満
足
度
が

100
％
と
な
る
な
ど
各
商
店
の
や
り
が
い

の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
市
は
第

１
回
の
ま
ち
ゼ
ミ
よ
り
後
援
し
て
お

り
、
次
回
に
つ
い
て
も
後
援
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
事
務
局
で
あ

る
商
工
会
議
所
か
ら
、
ま
ち
ゼ
ミ
開
催

後
の
実
施
報
告
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て

話
が
あ
っ
た
た
め
、
ぜ
ひ
参
加
の
上
、

そ
こ
で
参
加
商
店
か
ら
の
生
の
声
を
聴

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答 ま
ち
ゼ
ミ
に
関
す
る
市
の
関
わ
り
は

竹
内
　
美
穂

 

議
員

 

六
諭
会

令
和
２
年
度
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
都
市

高
速
鉄
道
東
京
８
号
線
整
備
検
討
調
査
報
告

書
を
市
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
新
た
な
ま
ち
の
規
模
を
想
定
し
、
市
内
各

地
域
と
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
機
能
も
持
た

せ
る
こ
と
で
、
東
京
圏
北
東
地
域
の
新
た
な
拠
点
と

す
る
と
い
う
魅
力
的
か
つ
戦
略
的
な
計
画
と
受
け
止

め
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
交
通
政
策
審
議
会
の
答
申

で
示
さ
れ
た
課
題
に
対
し
、
２
つ
の
成
果
が
得
ら
れ

た
と
評
価
し
て
い
る
。
１
つ
目
は
、
市
域
全
体
及
び

新
駅
周
辺
等
に
お
け
る
鉄
道
整
備
と
連
携
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
主
眼
に
検
討
を
行
い
、
新
た
な
開
発
を
見

込
む
こ
と
に
よ
り
需
要
が
創
出
さ
れ
、
事
業
採
算
性

等
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
２
つ

目
は
、
沿
線
の
自
治
体
等
の
協
調
へ
の
足
掛
か
り
と

な
っ
た
こ
と
で
、
新
た
な
調
査
に
着
手
し
て
お
り
、

特
に
大
き
な
成
果
と
考
え
て
い
る
。

東
京
８
号
線
の
整
備
等
に
つ
い
て

問答

・
治
水
他
の
質
問

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
策

他
の
質
問

木
村
　
欽
一

 

議
員

 

政
清
会

池
田
　
利
秋

 

議
員

 

地
域
ク
ラ
ブ

※まちゼミ（得する街のゼミナール）
地域店舗の店主が講師となり、ノウハウや知識
を伝えるコミュニケーション事業
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コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
心
の
健
康
を
自
己

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
ア
プ
リ
等
を
導
入
す
る
こ

と
に
対
す
る
市
の
見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
ス
ト
レ
ス
の
要
因
が
増

す
中
で
、
心
の
ケ
ア
を
め
ぐ
る

取
組
で
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に

非
接
触
型
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

心
の
健
康
を
害
す
る
こ
と
に
よ
る

「
う
つ
」
な
ど
の
重
症
化
や
自
殺
予

防
対
策
の
一
環
と
し
て
、
コ
コ
ロ
ボ

（
※
）
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
共
施
設
な
ど
に

配
架
す
る
自
殺
予
防
対
策
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
に
お
い
て
、
コ
コ
ロ
ボ
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
案
内
し
て
い
く
。

ネ
ッ
ト
や
電
話
を

　
　
　
　
　
活
用
し
た
支
援
策
は

問答

・
市
内
で
の
な
が
ら
ス
マ
ホ
防
止
対
策

他
の
質
問

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の

　
　
　
　
　
　
見
直
し
に
つ
い
て

交
通
事
故
か
ら
子
供
を
守
る
た
め
に
、
住

環
境
の
変
化
に
あ
わ
せ
た
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
は
、
子
供
た
ち
の
安
全

を
守
る
た
め
の
非
常
に
有
効
な
手
段
と
考
え

て
お
り
、
市
内
の
小
学
校
９
校
に
お
い
て
設
定
し
て

い
る
。
こ
の
設
定
に
よ
り
、
学
校
付
近
の
狭
い
道
を

抜
け
道
と
し
て
利
用
す
る
車
両
や
、
直
前
ま
で
送
迎

車
両
が
来
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
子
供
た
ち

に
安
全
な
登
下
校
の
仕
方
に
つ
い
て
改
め
て
指
導

し
、
保
護
者
に
は
車
で
の
不
用
意
な
送
迎
を
行
わ
な

い
よ
う
呼
び
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

新
規
設
定
や
区
間
変
更
に
つ
い
て
、
設
定
か
ら
久

し
い
も
の
も
あ
り
、
改
め
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
次
回
の
通
学
路
改
善
会
議
の
際
に
各
学
校
に

対
し
て
調
査
を
行
い
、
現
状
に
即
し
た
設
定
を
目
指

し
て
い
く
。

問答

ホ
テ
ル
誘
致
に
つ
い
て
、
土
地
取
得
時
の

目
的
と
位
置
付
け
、
歴
史
的
経
緯
を
伺
う
。

愛
宕
駅
西
地
区
の
ホ
テ
ル
指
定
地
等
は
、

駅
周
辺
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
土
地

開
発
公
社
が
、
都
市
計
画
道
路
等
の
公
共
施
設
の
整

備
に
必
要
な
用
地
を
先
行
買
収
し
、
さ
ら
に
自
主
事

業
に
よ
り
商
業
・
業
務
施
設
用
地
と
し
て
活
用
す
る

た
め
、
都
市
計
画
道
路
以
外
の
土
地
を
取
得
し
、
造

成
後
の
売
却
を
予
定
し
て
い
た
。
こ
の
地
区
は
、
平

成
15
年
の
ヨ
ー
カ
堂
撤
退
後
、
中
心
市
街
地
の
玄
関

口
と
し
て
早
急
な
整
備
が
望
ま
れ
て
い
た
た
め
、
土

地
開
発
公
社
は
定
款
の
一
部
を
変
更
し
、
自
主
事
業

と
し
て
旧
ヨ
ー
カ
堂
跡
地
と
北
側
建
物
等
（
ホ
テ
ル

用
地
）
を
取
得
し
、
そ
の
後
ヨ
ー
カ
堂
へ
土
地
の
一

部
を
売
却
し
、
系
列
店
の
ザ
・
プ
ラ
イ
ス
が
誘
致
さ

れ
、
残
り
の
区
域
が
今
回
の
ホ
テ
ル
事
業
用
地
と

な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

 愛
宕
駅
前
の
ホ
テ
ル
誘
致
に
つ
い
て　

問

星
野
　
幸
治

 

議
員

 

日
本
共
産
党
野
田
市
議
団

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

・
市
営
住
宅
の
補
修
・
改
修
計
画　
ほ
か

他
の
質
問

内
田
　
陽
一

 

議
員

 

公
明
党

※ココロボ
メンタル不調のある方などへのオンライン
によるメンタルヘルスケアシステム

・
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
・
新
し
い
部
局
の
設
置

・
農
福
連
携
と
園
芸
福
祉

・
道
路
不
良
箇
所
の
対
策　
ほ
か

他
の
質
問

滝
本
　
恵
一

 

議
員

 

民
主
連
合

答
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山
口
　
克
己

 

議
員

国
道
16
号
の
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
を
解
消

す
る
た
め
の
バ
イ
パ
ス
構
想
に
つ
い
て
、
整

備
に
向
け
て
の
具
体
的
な
活
動
内
容
を
伺
う
。

具
体
的
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、
道
路
計

画
の
具
体
化
に
向
け
た
検
討
の
た
め
、
昨
年

度
、
国
、
県
、
沿
線
市
で
構
成
す
る
検
討
会
を
立
ち

上
げ
、
県
北
西
部
の
交
通
状
況
の
確
認
、
課
題
の
抽

出
、
物
流
企
業
の
進
出
状
況
と
今
後
の
発
展
性
に
つ

い
て
を
議
論
し
、
16
号
バ
イ
パ
ス
の
必
要
性
を
確
認

し
た
。

ま
た
、
検
討
内
容
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
を
県
庁

や
各
市
庁
舎
で
開
催
し
、
野
田
市
で
も
イ
オ
ン
ノ
ア

店
に
お
い
て
、
７
月
と
８
月
に
開
催
し
た
。

７
月
19
日
に
は
早
期
整
備
要
望
活
動
と
し
て
、
国

土
交
通
省
及
び
財
務
省
に
対
し
、
柏
市
、
印
西
市
、

野
田
市
、
我
孫
子
市
の
市
長
に
よ
り
、
国
道
16
号
の

交
通
量
の
増
大
及
び
渋
滞
に
対
処
す
る
と
と
も
に
、

千
葉
区
域
か
ら
東
葛
区
域
ま
で
の
秩
序
あ
る
発
展
の

た
め
に
重
要
な
新
た
な
広
域
幹
線
道
路
で
あ
る
、
千

葉
北
西
連
絡
道
路
（
国
道
16
号
バ
イ
パ
ス
）
の
早
期

具
体
化
に
つ
い
て
の
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

国
道
16
号
の
バ
イ
パ
ス
構
想
に
つ
い
て

問答

川
崎
　
貴
志

 

議
員

 

政
清
会

 

六
諭
会

市
が
目
指
す
教
育
の
方
向
性
に
つ
い
て

県
道
我
孫
子
関
宿
線
拡
幅
事
業
の

早
期
完
成
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
陳
情

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を
受

け
て
、
市
が
考
え
る
子
供
た
ち
の
特
性
を
生

か
し
た
教
育
の
方
向
性
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

子
供
の
可
能
性
は
多
様
な
学
び
に
よ
り
広

が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
、
勉
強
を
し
た
い

子
供
た
ち
の
た
め
に
子
ど
も
未
来
教
室
な
ど
を
実
施

し
て
き
た
。

今
後
さ
ら
に
無
限
で
多
様
な
可
能
性
を
広
げ
る
教

育
の
機
会
を
整
え
、
自
分
の
よ
さ
を
発
見
し
将
来
の

夢
を
広
げ
る
き
っ
か
け
と
な
る
教
育
活
動
を
展
開
し

て
い
く
。
ま
た
、
教
科
に
よ
る
指
導
だ
け
で
な
く
、

多
様
な
体
験
活
動
等
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
が
自
ら

の
よ
さ
、
可
能
性
に
気
づ
き
、
生
き
る
力
を
身
に
つ

け
る
指
導
を
し
て
い
く
。
あ
わ
せ
て
、
多
様
な
人
々

と
力
を
合
わ
せ
、
周
囲
の
人
を
大
切
に
で
き
る
豊
か

な
心
を
育
て
て
い
き
た
い
。

問答・
市
内
小
中
学
校
の
健
康
診
断
や
発
育
測
定

・
各
種
が
ん
検
診
・
健
康
診
査

・
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
を
利
用
し
た
市
税
等
の
納
付

他
の
質
問

陳情本
陳
情
は
八
街
市
で
の
通
学
路
に
お
け
る

痛
ま
し
い
事
故
を
受
け
、
児
童
生
徒
の
安
全

確
保
の
た
め
早
急
な
拡
幅
整
備
が
完
成
す
る

よ
う
に
令
和
３
年
８
月
19
日
に
陳
情
者
か
ら

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
建
設
委
員
会
に
よ
る
審

査
で
本
陳
情
が
採
択
さ
れ
た
後
、
意
見
書
案

が
本
会
議
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
９
月
24
日
付

で
千
葉
県
知
事
宛
て
に
意

見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

（
北
朝
鮮
）へ
抗
議
文
を
送
付

抗議令
和
3
年
９
月
15
日
に
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国（
北
朝
鮮
）が
日
本
国
排
他
的
経
済

水
域
に
落
下
し
た
と
推
定
さ
れ
る
弾
道
ミ
サ

イ
ル
発
射
に
つ
い
て
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
金
正
恩
国
務
委
員
会
委
員
長
に
対
し
、

野
田
市
長
及
び
野
田
市
議
会
議
長
の
連
名
に

よ
り
、
抗
議
す
る
書
簡
を
９
月
21
日
付
で
送

付
し
ま
し
た
。
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　市議会では、例年９月定例会において前年度の決算を審査します。今定例会におい
ては令和２年度の決算 7件の審査を行いすべての決算を認定しました。
このページでは、決算審査の流れを説明いたします。

※1 野田市には一般会計に加え、国民健康保険、介護保険、次木親野井特定土地区画整理事業及
　び後期高齢者医療の各特別会計並びに水道、下水道の各事業会計があります。

※2 今定例会における決算審査特別委員会では、新型コロナウイルス感染症対策として時間短縮
　を図るため、委員会における討論は省略されました。

●議会で審査する議案として、市長から市議会に一般会計・特別会計及び
公営企業会計（※1）の決算書が提出されます。●決算認定が議

案になる

●本会議における議決により決算審査特別委員会が設置され、委員の定数
も議決で定められます。慣例により 9人の委員を選出しています。
●委員は議長が指名し会議に諮って決定します。
●設置された決算審査特別委員会に各会計の決算認定を付託します。
●正副委員長は委員の互選により選出します。

●決算審査特別
委員会が設置
される

●審査は決算書の数字が数字が正確であるか、また、予算の執行、各事業
の経営が適正かつ効果的に行われているかなどを審査します。
●野田市における審査は事項別明細書に沿ってページごとに、また、行政
報告書を参考に質疑をする形式で行います。
●質疑終了後、反対または賛成の討論を行い（※2）、委員会として認否につ
いての採決をします。

●本会議最終日に委員長により決算審査特別委員会における審査の経過と
結果を報告します。
●報告がされた後、反対または賛成の活発な討論が行われ、認定について
の採決を行い決します。

●決算審査特別
委員会による
審査

●本会議におけ
る採決

のだ市議会だより 152号 14
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議案
議案
議案
議案
議案
議案
議案
議案
議案
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議案
議案
議案
認　
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４
５
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７
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９
10
11
12
13
２
３
４
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７
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第
第
第
第
第
第

号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号

専決処分の承認（心身障がい者福祉手当支給条例等の一部改正）
手数料条例等の一部改正 
特別職報酬等審議会条例の制定
支所及び出張所設置条例の一部改正 
堆肥センターの設置及び管理に関する条例の一部改正 
道路線の認定 
道路線の認定 
令和３年度一般会計補正予算（第６号）
令和３年度一般会計補正予算（第７号） 
令和３年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
令和３年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 
令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 
令和３年度一般会計補正予算（第８号） 
令和３年度水道事業会計補正予算（第１号）
令和２年度一般会計歳入歳出決算認定 
令和２年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 
令和２年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定 
令和２年度次木親野井特定土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定 
令和２年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 
令和２年度水道事業会計決算認定　
令和２年度下水道事業会計決算認定　 

承　認・全会一致
可　決・賛成多数
可　決・全会一致
可　決・全会一致
可　決・全会一致
可　決・賛成多数
可　決・全会一致
可　決・賛成多数
可　決・賛成多数
可　決・全会一致
可　決・全会一致
可　決・全会一致
可　決・全会一致
可　決・全会一致
認　定・賛成多数
認　定・全会一致
認　定・賛成多数
認　定・全会一致
認　定・賛成多数
認　定・賛成多数
認　定・賛成多数

議案番号 件　　　　　　　　　名 審議結果

市議会ホームページには、賛否が分かれたものについての議員別結果を
掲載しております。
https://www.city.noda.chiba.jp/gikai/index.html

議案等の審議結果
■7月臨時会の審議結果

■9月定例会の審議結果
議案第１号 令和３年度一般会計補正予算（第５号） 可　決・全会一致
議案番号 件　　　　　　　　　名 審議結果

所得税法第56条の廃止を求める意見書採択を求める陳情
県道我孫子関宿線拡幅事業の早期完成を求める意見書提出に関する陳情
市道に関する陳情 

不採択・賛成少数
採　択・全会一致
不採択・賛成者なし

陳情番号 件　　　　　　　　　名 審議結果

市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書 
県道我孫子関宿線拡幅事業の早期完成を求める意見書 

可　決・全会一致
可　決・賛成多数
可　決・全会一致

発議番号 件　　　　　　　　　名 審議結果
発議
発議
発議

８
９
10

第
第
第

号
号
号

陳情
陳情
陳情

４
５
６

第
第
第

号
号
号
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No.152　令和３年 11月 1日発行／野田市議会広報委員会
〒278-8550　千葉県野田市鶴奉 7－1　TEL.04-7125-1111
野田市議会ホームページ https://www.city.noda.chiba.jp/gikai/index.html

見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

野田市議会

　無料アプリ「カタログポケット
（Catalog Pocket）」を使って、のだ
市議会だよりが、スマートフォンや
タブレット、パソコンでご覧いただ
くことができるようになりました。

スマートフォンやパソコンで

のだ市議会だよりが
ご覧になれます
のだ市議会だよりが
ご覧になれます

Android版 iOS版ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は

こ
ち
ら
か
ら

注：アプリのダウンロードは無料ですが、情報の受信には通信料が発生しますので、ご注
意ください。アプリをインストールしなくても、ウェブサイトで閲覧は可能です。

11月30日（火）

12月 ７ 日（火）
８ 日（水） 
９ 日（木）
10日（金） 
13日（月）
14日（火）
17日（金）

開　会

閉　会定例会の日程は市議会ホームページでもご覧いただけます。

　日程は 11 月 24 日（水）に開催予定の議会運営委員会で
正式に決定します。

12月定例会のお知らせ

開会の予定です
11 30 火

曜日月 日

会期の決定、
議案上程、市政一般報告

議案質疑、委員会付託

一般質問 

常任委員会（議案等の審査）

委員長報告、質疑、討論、採決

議会だよりに
掲載する
広告を募集
　のだ市議会だよりへの広告掲載を令和３年９月定
例会号から導入しています。活用していただくこと
で得られる広告収入が市の財源になります。有効な
広告媒体としてご活用ください。詳細
は市議会のホームページをご確認く
ださい。
【問合せ】　議会事務局　

スミテックは SDGs に貢献を指針に電気自動車
部品や「これからの時代」の新規事業に挑んでい
る会社です

スミテックは SDGs に貢献を指針に電気自動車
部品や「これからの時代」の新規事業に挑んでい
る会社です

スミテック（株）
野田市蕃昌 369-3
TEL 04-7129-6380
URL https://www.sumitec.jp

ネットで検索・注文▶当店で受取

吉岡書店 7122－2824吉岡書店 7122－2824
https://www.books-yoshioka.co.jphttps://www.books-yoshioka.co.jp

のだ市議会だより 152号 16


